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書式確認 
 

 

〇〇〇〇1・△△△△2*・□□□□3 
 

Check：和文概要 

・明朝体，9pt 

・7行以内 

 
 
 
 

 

キーワード：〇〇〇〇，〇〇〇〇，〇〇〇〇 
 

 

１．見出しが複数行になる場合にはインデン

トして折り返す 
  
(1) 見出しが複数行になる場合にはインデントして

折り返して下さい 

Check：本文（日本語） 

・明朝体，10pt 

・英数字はTimes 

・句読点はカンマ「，」とピリオド「．」 
 

(2) ▲▲▲▲▲▲▲▲ 

a) ■■■■■■ 

 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
b) ■■■■■■ 

 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
 
(3) ▲▲▲▲▲▲▲▲ 

 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
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〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇 
  

(4) ▲▲▲▲▲▲▲▲ 

 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
 
 
２．◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆ 
 

 (1) ▲▲▲▲▲▲▲▲ 
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(2) ▲▲▲▲▲▲▲▲ 
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1IGS個人会員，A大学大学院工学研究科 建設環境工学専攻（〒160-0063 東京都千代田区神田2-23 菅山ビル4F） 
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Check  章題目の上は 2 行あけ 

Check  章題目の下は 1 行あけ 

Check  節題目の上は 1 行あけ 

Check 項の上下はあけない 

Check：和文題目 

・ゴシック体，20pt 

・中央揃え Check：和文著者 

・明朝体，12pt 

・中央揃え 

・責任著者に「*」 

Check：キーワード 

・明朝体，10pt 

・3～5 語 

Check：章節項 

・章題目と番号はゴシック体，11pt  

・節と項の題目と番号はゴシック体，10pt 

・章番号は１．，２．，３．・・・（全角） 

・節番号は(1)，(2)，(3)・・・（半角） 

・項は a)，b)，c)・・・（半角） 

Check：著者所属 

・明朝，9pt，英数字は Times 

・IGS の会員種別(個人会員，学生会員，特別会員)を記載 

・IGS の会員以外は非会員と記載 

・責任著者の e-mail アドレスを記載項の上下はあけない 

Check：数式 

・Times，本文と同等のサイズ 

・配置位置は中央 

・式番号は右端，式は半角の両括弧でフォントは Times 
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PRINT SAMPLE FOR JAPANESE MANUSCRIPT FOR JOURNALS OF IGS-JC 
 

〇〇〇〇，△△△△ and □□□ 
 

Check；英文概要 

・Times, 9pt 

・最大7行 

 
 

 
KEYWORDS: **** ****, ************, ********, ******* 

表-1 表のキャプションは表の上側に配置します．複数

行になる場合はインデントして折り返す． 

資料番号            高さ h (m)         幅 w(m) 
1                   1.45                   0.25 
2                   1.75                   0.40 
3                   1.90                   0.65 
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D&P（関連）

D&P（非関連） 

D&P: Drager & Prager 

 
図-2 図のキャプションは図の下に配置します 

 

Check：グラフ 

・キャプションは下側に配置．複数行になる場合は，イン

デントして折り返す 

・キャプションは中央位置に配置 

・キャプションのサイズは 9pt．図と番号のみゴシック 

・図とキャプションが離れすぎないように 

・図にはマージンを設け，本文や隣接する図表との区別を

明確にする 

・図はカラーでも構いませんが，モノクロ印刷時でも識別

できることが前提です 

Check：表 

・キャプションは上側に配置． 

・複数行になる場合は，インデントして折り返す 

・キャプションは中央位置に配置 

・キャプションのサイズは 9pt．表と番号のみゴシック 

Check：まとめ 

・箇条書きでまとめられる場合は 1)，2)，3)とし，インデ

ントとしてください．番号のフォントは Times 

注意：インデントしすぎないように 

Check：参考文献 

・9pt，フォントは日本語は明朝，英数字は Times 

注意：読者が参照できる文献であることが前提です 
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Check：キーワード 

 Times，10pt 

Times，12pt 

Check：英文題目 

・Times，12pt，大文字 

・中央揃え 

1 行あけ 


